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対面授業 遠隔授業

2024 年 10 月 3 日 木 ～ 2025 年 月 16 日

＜毎週 木 曜日＞ 3 ： ～ 14 ： 30
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％
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回

1 10 月 3 日

2 10 月 10 日

3 10 月 17 日

4 10 月 24 日

5 10 月 31 日

6 11 月 7 日

7 11 月 14 日

8 11 月 21 日

9 11 月 28 日

10 12 月 5 日

11 12 月 12 日

12 12 月 19 日

13 12 月 26 日

14 1 月 9 日

15 1 月 16 日

そ の 他

定 期 試 験 （ 筆 記 ）

レ ポ ー ト 試 験 （ 期 末 ）

成人期にある人の健康 ④職業・労働と健康

成人期にある人の健康 ⑤ 生活ストレスと健康、性・更年期と健康

成人期にある人の健康 ⑥災害と健康

成人をとりまく今日の状況

成人期にある人の健康 ①健康とは、成人にとっての病気の体験とは

成人期にある人の健康 ②成人保健と今日の健康動向、保健・医療・福祉政策と今日の健康課題	

成人期にある人の健康 ③生活習慣と健康

成人看護を充実させる実践的環境②医療安全、質の高い看護実践のための人材育成

成人期にある人を看護するための基本的な考え方

健康状態に応じた看護①-ヘルスプロモーション、ヘルスプロテクション

健康状態に応じた看護②健康状態が急激に変化し急性の状態にある人への看護

健康状態に応じた看護③ 生活機能障害のある人への看護（リハビリテーション看護）

健康状態に応じた看護④慢性的な経過をたどる健康障害を有する人への看護

健康状態に応じた看護⑤ 人生の最終段階にある人への看護

成人看護を充実させる実践的環境①看護職の倫理綱領と成人看護、専門職間の連携と協働
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科目番号 34
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科目名 成人看護論
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英 文 科 目 名

滋賀県彦根市肥田町720

そ の 他 特 記 事 項

授 業 期 間

0749-43-5210
連 絡 先

大学聖泉
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0749-43-7510 ＦＡＸ　：
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南江堂　成人看護学概論（改定第4版）
南江堂　成人看護学 成人看護技術［Web動画付］（改訂第3版）

成 績 評 価 方 法
平 常 点 （ 出 席 ・ 授 業 態 度 ）
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月日

＜講義概要・到達目標＞

＜授業スケジュール＞

テーマ・キーワード

各回、事前・事後課題を課す。授業外学習時間は事前と事後を合わせて60時間以上と
する。課題の評価は、個別または全体にフィードバックを行う。

ライフサイクルにおける成人期の特徴について、身体的・心理的・社会的側面から解説し、成人の生活を支援
するための保健・医療・福祉システムについて教授する。また、健康障害を潜在的・顕在的に有する成人とそ
の家族への看護を考えるための看護理論・概念を整理し、急性期、回復期（リハビリテーション看護）、慢性期
および人生の最終段階にある人の療養の場とその移行を支える援助について考察する。
<到達目標＞
1. 成人の定義および成人をとりまく状況とライフスタイルの多様性について説明できる。
2. 成人の発達段階や発達課題、身体・心理・社会的特徴について説明できる。
3. 成人の健康障害について説明できる。
4. 成人の看護に必要な基本的アプローチについて説明できる。
5. 成人の生活と健康を守り育む保健・医療・福祉システムについて説明できる。
6. あらゆる健康障害レベルにある成人について看護理論・概念を用いて考察できる。
7. 急性期、回復期（リハビリテーション看護）、慢性期および人生の最終段階にある人への看護援助方法につ
いて考察できる。
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